
　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、ここに、当社第58期（2023年８月１日から2024年７月31日）第２四
半期連結累計期間の業績の概要をご報告申しあげます。
　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、回復基調にあるものの、
円安及び原材料価格の高止まり等による消費者物価の更なる上昇も継続してい
ることから、先行き不透明な状況が続いております。
　当社グループの主力の建設事業につきましては、東京都における上・下水道設
備の建設において、上・下水道管の耐震化工事及び老朽化した管の更新工事等の
発注が継続して行われており、受注競争が熾烈化を増す中、当第２四半期におい
て、下記３工事を落札いたしました。

落札日 工事件名 受注金額（税抜）

2023年12月20日 渋谷区恵比寿南一丁目、目黒区中目黒一丁目付近
再構築工事

７億29百万円

2024年１月10日 足立区堀之内一丁目地先から同区扇二丁目地先間
配水本管（500mm）新設工事

８億85百万円

2024年１月26日 台東区浅草三丁目地先から同区浅草二丁目地先間
配水本管（600㎜）布設替工事

７億89百万円

　すでに着手しております工事は、完成工事総利益の更なる向上を目指し、建設
資材価格の高騰の中、一層の建設コストの削減及び工期短縮等に努め、今期２工
事を無事に完工いたしました。また、建設業界における課題である、技術者の慢性
的な不足や労働時間の上限規制につきましては、2023年度に採用した11名が
一人も離職せず、さらに2024年度も９名を採用し、将来を見据えた人材育成に
も努めてまいりました。
　不動産事業につきましては、所有不動産の入居率が90％を超える中、販売収益
増加を図るべく、所有不動産の販売を強化してまいりました。
　ＯＬＹ事業につきましては、ＯＬＹ工法の施
工実績が延べ4100現場を超え、『建設物価』等
におけるＯＬＹの掲載と相まって、発注者であ
る官公庁のＯＬＹに対する認知度が上がってき
ており、開設した名古屋ＯＬＹ営業所の営業強
化を通じて更なるＯＬＹ事業の拡大を進めてま
いりました。
　通信関連事業につきましては、電気通信所内
設備の保守・運用業務、開通工事の受注増加に注
力するとともに、新たな工種の受注獲得にも積
極的に取り組んでまいりました。
　これらの事業活動の結果の概要は右記の各表
のとおりでございます。
　今後とも更なる業績の向上及び企業価値の向
上を目指して、全社一丸となり業務に邁進して
まいりますので、株主の皆様におかれましては、
今後ともなお一層のご支援ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申しあげます。

株主の皆様へ

2024年4月
取締役社長　栗城幹雄
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トピックス

　本工事の施工地域である江東区大島は、正保年間頃に海岸の湿地帯を開発し
て村が作られた地域であり、本工事は排水能力の強化を図る事を目的として、既
設の下水道管の下に新たに下水道管を増設する工事であり、東京都下水道局よ
り発注されました。
　工事施工上の最大の問題点は、大島の軟弱な地層と狭小路において、既設下水
道管の排水能力を低下させることなく工事を行う事でありましたが、施工上難
しい要素が多く、下水道局と幾度も検討協議を重ねながら、既存の考え方にとら
われない創造的発想力で無事工事を完工いたしました。

□軟弱地盤と狭小道路での施工が無事完工（江東区大島）

《工事概要》
工事件名：�江東区大島七丁目付近再構築�

その２工事
発 注 者：東京都下水道局
工事内容：�推進工φ150～1100㎜�

L=533.05ⅿ�
開削工φ250～350㎜�
L=146.5m�
管更生工φ210～660㎜�
L＝690.5ｍ�
（総延長1370.5ⅿ）

工　　期：�2018年11月～2024年3月

□局長表彰を受賞（車両基地撤去工事）
　築地市場跡地に整備されたオリ・パラ大会用の車両基
地（築地デポ）撤去を目的に東京都都市整備局より発注さ
れ、当社が施工いたしました「車両基地撤去工事（３築-
１）」が「2023年度優良工事等局長表彰」（※）を受賞いた
しました。
　当社は、今後も引き続き、基本理念である「建設業を通
じて人と社会に貢献する」という理念のもと、社会のイン
フラの整備に日々努力を続けてまいります。

※�優良工事等局長表彰とは、完成
した工事のうち特に優れた成
績を収めた工事等を施工した
会社が表彰されるものです。

中間報告書（株主通信）郵送廃止のお知らせ

　当社は、これまで株主の皆様へお届けしてまいりました中間報告書「株主
通信」に関しまして、地球環境等を配慮した省資源化の観点から、2025年
度上半期分より郵送を廃止させていただきます。
　今後の当該中間報告書「株主通信」は、当社HPに掲載するとともに、「IR情
報メール配信サービス」を利用した配信へと切替させていただきます。
　配信サービスのご利用には株主様のEメールの登録が必要になりますが、
その方法については、右記をご確認ください。
　株主の皆様におかれましては、郵送廃止の趣旨につきご理解いただきます
とともに、引き続きご支援を賜りますようお願い申しあげます。



●株式の状況（2024年1月31日現在）
①発行可能株式総数………50,555,000株
� 普通株式� 50,000,000株
� A種優先株式� 277,500株
� B種優先株式� 277,500株
②発行済株式の総数………18,422,849株
� 普通株式� 18,422,849株
� A種優先株式� －
� B種優先株式� －
③株　　 主 　　数………13,766名
④所有者別株式数の構成及び株主数の分布状況

2名

20名

68名
81名

13,594名

1名

金融機関　0.04%　（7,801株）
金融商品取引業者　5.88%　（1,082,702株）

その他の法人　8.93%　（1,645,483株）
外国法人等　9.97%　（1,836,830株）

個人・その他　75.08%　（13,832,248株）

自己名義株式
0.10%

（17,785株）

【株主数】13,766名

【株式数】18,422,849株

●会社概要（2024年1月31日現在）
会 社 名 株式会社大盛工業（英訳名　OHMORI�CO.,LTD．）
本 店 所 在 地 東京都千代田区神田多町二丁目１番地
設 立 年 月 日 1967年6月13日
資 本 金 30億79百万円

●株主メモ
事 業 年 度 8月1日から翌年7月31日まで
定 時 株 主 総 会 10月
配当金受領株主確定日 期末配当　7月31日　　中間配当　1月31日

●当社ウェブサイト
https://www.ohmori.co.jp/

IR情報メール配信サービスのお知らせ
　Eメールアドレスをご登録いただいた方へ、当社の決算内容やニュースリリース、IRニュース
をEメールでお知らせいたします。
　メール配信には、三菱UFJ信託銀行(株)が運営するIRメール配信サービス「RIMSNET」を使
用いたします。

■IRメール登録フォーム：https://rims.tr.mufg.jp/?sn=1844


